
 

様式 C-19 

科学研究費補助金研究成果報告書 

平成 ２１年 ５ 月 1５ 日現在 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

研究種目：基盤研究（Ｂ） 

研究期間：2006～2008 

課題番号：18402004 

研究課題名（和文）モンスーン・アジアにおける農業・食料システムの災害耐性に関する研究 

  

研究課題名（英文）A Study of Disaster tolerance of Agro-Food System in Monsoon Asia 

  

研究代表者  

下渡 敏治（SHIMOWATARI TOSHIHARU） 

日本大学・生物資源科学部・教授 

研究者番号：00120478 

 
 
 
研究成果の概要： 
 ①3 カ年に亘るフィールド調査によってモンスーン・アジアにおける自然災害の実態と経済

発展等による人為的要因及び気候変動など自然的要因との因果関係が明らかとなった。②専門

分野を異にする専門家による共同研究及び学際的な研究方法確立への道筋が開かれた。③モン

スーン・アジア特有の気象条件の下での農業・食料システムの実態と接近方法についての試論

的なフレームワークを提示することができた。研究成果は報告書に纏めて公表し、最終的な青

果物は「自然災害とフードシステム」として出版に向けた準備をすすめる。 
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研究分野：複合新領域 
科研費の分科・細目：社会科学、環境 
キーワード：モンスーン・アジア、自然災害、人為的要因、気候変動、農業・食料システム、 
      フィールドワーク、学際的研究 
１．研究開始当初の背景 
 ひとつには、インドネシア、タイ、スリラ
ンカ、バングラデシュ等で 500 万人以上が被
災したスマトラ沖地震災害やバングラデシ
ュ、中国江南以西の大洪水、メコン流域農地
の大規模浸水、台湾・中国東部への台風襲来
など多発する自然災害による農業・食料シス
テムの被害の拡大がある。二つには、急速な
経済発展による環境劣化と外部不経済の拡
大という人為的要因と地球規模の気候変動
という自然的要因の複合現象がモンスー
ン・アジア特有の自然条件と深く関わって、

この地域の農業・食料システムの甚大な影響
を及ぼしつつあったことが本研究を構想す
る背景となった。 
２．研究の目的 
 研究の目的は３つある。１つは、モンスー
ン・アジアにおける自然災害の実態および発
生要因と農業・食料システムへの影響を明ら
かにすること。２つは、土壌学、環境生態学、
経済学、流通論など異なる学問分野の専門家
を結集し、「自然災害と農業・食料システム」
というフレームでモンスーン・アジアの農
業・食料システムを解析する研究方法を確立

 



 

すること。３つは、政策対応シュミレーショ
ンによって、自然災害への政策的対応方法を
見いだし、同地域の農業・食料システム研究
の試論的フレームワークを提示することで
ある。 
 
３．研究の方法 
  アジアの環境及び食料問題に対する従来
型のアプローチに対して、食料の生産から流
通、貯蔵、消費に至る流れをトータルに把握
する農業・食料システムからのアプローチと
いう新たな研究方法を用いた。本研究は研究
対象地域でのフィールド調査を重視し、ヒア
リング調査やサンプリング調査を通じて実
態調査でしか得られない情報や研究資料の
収集と解析によって研究課題に接近する方
法を採った。 
 
４．研究成果 
 第１に、モンスーン・アジアにおける自然
災害の発生状況、発生頻度、発生原因、農業・
食料システムが受けた被害の状況が明らか
となった。第 2 に、土壌学、環境生態学、経
済学、流通論、フードシステム論の専門家に
よる共同調査、共同研究によって農業・食料
システム研究への学際的な研究方法の道筋
が開かれた。第３に、先進地沖縄での自然災
害への政策対応に関する調査等によって、モ
ンスーン・アジアにおける農業・食料システ
ム研究への試論的フレームワークの提示に
必要な研究成果が得られた。 
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